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Aus der Med. Universitatsklinik von Prof. Dr. K. Kakinuma, Okayama.

Uber den Peptidasenhaushalt und den Komplementgehalt des Blutserums

 bei experimentell erzeugtem Fieber.

Von

Dr. med. Shigeru Ohtsuka, Hisafumi Terao

 und Kizoh Sugiu.

Eingegangen am 27. Eebruar 1932.

H. Pfeiffer und F. Standenath haben die Glycyltryptophan spaltende Wirkung des

 Serums bei verschieden befieberten Kaninchen untersucht und gezeigt, dass beim

 Fieber, wo ein erheblicher Zerfall der Korperzellen und Gewebe zustande kam, das

 Abbauvermogen des Serums ziemlich gesteigert, bei der Warmestichhyperthermie aber
 

nicht geandert wurde. Aber die Veranderung der antifermentativen Wirkung des

 Serums muss auch dabei in Betracht gezogen werden. Aus diesem Grunde haben wir

 folgende Untersuchungen an Meerschweinchen angestellt.

Wir haben zuerst bei Tieren, die durch Verabreichung von Phosphor-Olivenollosung

 in einen Zustand gestorter Leberfunktion versetzt oder durch Warmestich gefiebert 

wurden, den Komplementgehalt mittels Hamolyse-Versuchs und die Blutsenkungs-

geschwindigkeit nach Westergreen untersucht. Dann wurden auch die folgenden

 Untersuchungen an den infolge von Warmestich resp. Typhusvaccininjektion fiebernden

 Meerschweinchen angestellt, um dadurch den etwaigen Einfluss des Komplements auf
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die Peptidasenwirkung des Serums zu beobachten. Das Serum wurde mit einer

 bestimten Menge Glycyl-leucins geschuttelt und in 2 Teilen geteilt, ein Teil davon

 genau 2 Stunden lang in einem auf 56℃ eingestellten Blutschrank Verdaut, und der

 Amino-N-gehalt in jeder Probe nach van Slyke bestimmt. Die Resultate sind wie

 folgt:

1) Bei der P-Vergiftung zeigte der Komplementgehalt eine leichte Verminderung,

 begleitet von einer Beschleunigung der Blutsenkungsgeschwindigkeit.

2) Bei der Warmestichhyperthermie nahm der Komplementgehalt zugleich mit

 dem Temperaturanstieg etwas zu.

3) Die das Glycyl-leucin abbauende Peptidasenwirkung des Serums fiel im all

gemeinen nach der Inaktivierung des Serums starker aus als sonst.
4) Sowohl nach dem Warmestich als auch nach der Typhusvaccininjektion Ver

mehrte sich der Peptidasengehalt des Serums in gleichem Schritt mit dem Temperatur

anstieg, obwohl der Grad beim Warmestichversuche viel geringer war.

Also darf man nicht ohne weiteres Pfeiffer und Standenath bestimmen, die nach

 dem Peptidasengehalt des Serums das Fieber in 2 Sorte, namlich in dasselbe mit oder

 ohne gesteigertem Gewebszerfall, unterscheiden wollten. (Autoreferat.)
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主要文獻

第1章　 緒 言

血淸 内蛋 白分解酵素 ニ關 スル業績 ハ枚擧 ニ遑 アラズ.而 シテ其 ノ由來 ヲSalkowski, Jacobi

氏 等 ノ證明 セシ細胞 内自家融解酵素 ノ出現 ニ求 メシ諸家(Pincussohn, Abderhalden etc.)ハ

臟 器 ノ機能失調時,酵 素 ヲ血液 中ニ認 ム ト云 ヘ リ.H. Pfeiffer氏 ハ古 ク ヨリ防禦 酵素 ト趣 ヲ異

ニ シ,所 謂Erweisszufalltoxikoseノ タ メ細胞 ノ崩壞 セラルル時,其 ノ含 有 セラルGlycyltry

ptophanヲ 分 解 スル酵素,即 チ所謂 「ポ リペ プチダーゼ」ノ血液 ニ移行 スルヲ唱導 シ,1926年

F. Standenath氏 ト共 ニ報告 セ シ傳染 性疾患 及 ビ家兎 ニ就テ ノ業績 ニハ蛋白質 ノ高度 ナル分解

ヲ伴 フ發熱患者 ノ血 中 ニハ該「ペ プチグー ゼ」ノ增 加 ヲ認 ムルモ,反 之加温,温 刺 ニヨル發熱 家
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2464 　大塚蕃,寺 尾尚文,杉 生喜三

兎 ニハ正常 ト異 ラザル ヲ認 メ,且 又之 ヲ以 テ發 熱 ノ起源 ヲモ知 リ得 ベ シ ト主張 セ リ
.

抑 々酵 素 ハ體内 代謝 ニ重大 ナル任務 ヲ有 スル モ,或 ル條件 ノ下 ニ於 テハ其 ノ作用 ノ減弱 セシ

メラルテ フコ トハ諸家(Delezenne u . Pozerski, Yamakawa u. Ohkubo , Jobling u. Petersen

 etc.)ノ 認 メシ トコロニ シテOppenheimer氏 モ詳細 ニ之 ヲ分類 セリ.余 等 ハ發熱 時 ニ於 ケル血

液内 ノ抗酵 素作用 ヲ顧 慮 セル時,其 ノ成績 ニPfeiffer氏 等 ノ前 述 主張 ト異 ル トコロアリシヲ以

テ,之 ヲ茲 ニ報告 セ ン トス.

第2章　 補 體 ニ 就 テ

文 獻 ニ徴 ス ルニMuller n. Fassin氏 ハ動 物 ニ沃

度 劑 ヲ投 與 ス レパ其 ノ補 體 作 用 ヲ減 弱 セ シム ト報 告

シ,他 方Jobling u. Petersen氏 ハ 此 ノ投 與 ニ ヨ リテ

抗 酵 素 作 用 ノ抑 制 セ ラ ル ル ヲ記 載 セ リ.Pfeiffer氏 ハ

常 態 海 〓 血淸 ニ ハ病 變 ヲ認 ム ル 他 種 動物 ニ比 シ著 明

ノ「ペ プ チダ ーゼ 」ノ存 ス ル ヲ知 リ,Pinaussohn氏 モ

亦 之 ヲ肯 定 シテ 補 體 ノ多 キ ニ歸 セ シ メ タ リ.

補 體 ト蛋 白分解 酵素 ノ相容 ルル能ハザルコトハ

Schierge氏 モ認容セシトコロニシテ
,余 等ハ茲ニ抗

酵素作用ヲ繞ル補體 ノ變動 ト「ペプチダーゼ」ノ作用

ヲ相起シテ,發 熱時ニ於ケル補體ノ状況ヲ知ラント

欲シ,温 刺海〓血淸 ニ就キ溶血性補體ノ有無ヲ檢索

シ,且 細胞崩壞ニ伴フ其 ノ變動ヲ燐中毒海〓ニ就キ

觀察セ リ.

第1節　 温剌發熱實驗成績

Ludke, Arsohn u. Citron, Cosi u. Radnetz諸 家

ハ 温 剌 動 物 ニ於 テ補 體 ノ增 加 ヲ認 メ シモ反 對 ス ル學

者 ナキ ニ シモ ア ラ ズ(Friedberger,石 原諸 氏).

余 等 ハ之 ニ關 シテ次 ノ實 驗 方 法 ヲ執 リタ リ.即 チ

強 健 ナ ル 海 〓 ヲ選 ビテ 絶 食 セ シ メ,温 剌 前後 ニ心 穿

剌 ニテ 採 血 シ,其 ノ得 タ ル血淸 ヲ稀 釋 シテ10倍 量 ト

ナ シ,之 ヨ リ0.5ccヲ 試 驗 管 ニ ト リ,尚 ホ他 ノ試 驗

管 ヘ各 々0.05cc宛 減 量 採 取 シ,更 ニ溶 血 素(溶 血 價

1/50
0),山 羊血球浮游液(10%)各 々0.5ccヲ 附加シテ

37Cニ2時 間放置 シ溶血反應ヲ觀察セ リ.

而 シテ(卅)ヲ 完全溶血 トシ漸次其 ノ程度ニ應ジ

(廾),(十),(±)ヲ 以テ之 ヲ表ハシ(-)ヲ 溶血完全

抑制 トシテ,其 ノ成績ヲ總欖セルニ第1表 ニ示スガ

如 ク體温 ノ上昇スルニ伴ヒ補體ノ稍々增加アルヲ認

メ得タリ.

第1表
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第2節　 黄燐中毒實驗成績

動 物 ニ黄 燐 溶 液 ヲ投 與 ス レバ 諸臟 器 ニ著 シキ病 的

變 化 ヲ招 來 シ,肝 臟 ニ テハ 細 胞 原形 質 内 ニ瀰 漫 性 ノ

脂 肪 變 性 ヲ認 ム ト云 フ.圓 山氏 ハ燐 中 毒 ノ急 劇 ニ經

過 ス ル場 合 ニ於 テ,家 兎 血淸 ニ蛋 白分 解 酵 素 ノ著 明

ニ出 現 ス ル ヲ報 告 セ リ.燐 中毒 動 物 ニ補 體 ノ減少 ヲ

見 ル コ トハEhrlich u. Morgenroth氏 ノ夙 ニ唱 導 セ

シ ト コ ロニ シテ,余 等 ハ1%黄 燐,「 オ レー フ」油 溶

液 ヲpro kg 0.3cc以 上,經 口的 ニ投 與 セ ル モ ノニ於

テ 常 ニ黄 疽 ヲ招 來 シ,體 力 著 シ ク消 耗 シテ 遂 ニ死 ノ

轉 歸 ヲ トル ヲ見 タル モ,0.2cc以 下 ノ投與 ニテ ハ3時

間 頃 ヨ リ補 體 ノ減 少 ヲ見,4日 頃 ニハ最 少 トナ リ,

8日 間 ヲ經 過 ス レバ漸 次 囘復 ノ徴 ア ル ヲ認 メタ リ.

而 シ テ0.3cc以 上 ノ投 與 ニテ ハ,3時 間 頃 ヨ リ稍 々 減

少 セ ル ヲ認 メ シモ,夫 レ ヨ リ漸 次乳 糜 ヲ混 ジ檢 索 不

能 ニ終 ル コ コ ト常 ナ リキ.

第2表
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〔附〕　赤血球沈降速度ニ就テ

妊婦,惡 性腫瘍及ビ諸種熱性傳染病患者ニ於テ赤

血球沈降速度 ノ促進セラルルコトハ現今諸家ノ認 ム

ル トコロナルモ,其 ノ本態ニ關シテハ古來血球 ノ状

態,血 漿對血球容積比,血 漿或ハ血淸 ノ状態等諸方

面 ヨリ解決セント試 ミラレ,見 解未ダ一致ヲ見ズ.

大谷,藤 原,Plant氏 等ハ赤血球數或ハ血色素量 ノ

減少モ亦充進セシムル一因ナリトシ,Linzenmeier,

 Gram, Stahlinger,小 松原諸氏ハ血漿内Fibrinogen

ノ增加ニヨリ,Westergreen氏 等ハGlobulinノ增 加

モ亦赤血球沈降速度ヲ促進セシム ト云ヘリ.

要 之,其 ノ機制ニ就キテハ不明 ノ點アレドモ沈降

速度 ノ異常亢進ハ體内細胞破壞ノ亢進ニ伴 フ血液蛋

白質ノ變化,即 チ血漿 ノ或種膠質性状態ヲ表示スル

モノト信ゼラル.

抑 々酵素ハ被吸着性極 メテ大ナルヲ以テ啻ニ其 ノ

基質ノミナラズ,作 用 ヲ及ボシ能ハザル他物質ニモ

吸 着 セ シメ ラ レ其 ノ作 用 ヲ抑 制 セ ラル ル ハ 明 カ ニ シ

テ血 液 膠 質 状 態 ト膠 質 タル酵 素 ノ量 的 關 係,即 チ赤

血 球 沈 降 速 度 ノ亢 進 ト酵素 ノ能 力 トハ 相 對 的 ニ存

ス ベ シ.原 田,日 下氏 ノ最 近 ノ研 究 ニテ ハ,家 兎 ニ

Vaccinヲ 以 テ 發 熱 セ シム ル ニ 沈 降速 度 ハ 體温 上 昇 ト

共 ニ 著 明 ニ 促 進 セ ラ レ又血 漿 ノAusfloohungsvermo

genモ 之 トヨ ク平 行 シテ 變 動 セ ルモ,温 剌 家 兎 ニ於

テハ 多 少促 進 セ ラ ル ル ヲ認 メ シ モAusfloohungsver

mogenハ 全 ク變 化 ヲ示 サ ザ リキ ト云 フ.余 等 ハ燐 中

毒 海〓 血淸 ニ 就 キWestergreen氏 法 ニ ヨ リ赤 血 球 ノ

沈 降速 度 ヲ測 定 セ シニ第3表 ニ示 ス ガ如 ク,0.2cc

pro kg投 與 セル モ ノ ニ於 テ3日 頃 ヨ リ促 進 セ ラ レ,

6日 頃 ニ ハ最 高 ニ達 シ,夫 レ ヨ リ漸 次下 降 シ始 ム.

即 チ補 體 ノ減少 ト赤 血球 ノ亢進 トハ略 ボ李 行 セル ヲ

認 メ得 タ リ.

第3表

114



實驗的發熱物 ノ血中「ペプチダーゼ」竝ニ補體量ニ就テ 　 2467

第3章　 血中「ペプチダーゼ」ニ就テ

第1節　 實驗材料及ビ實驗方法

以 上 ニ ヨ リテ 單 ナ ル體 温 上昇 ノ ミニテ ハ補 體 ノ増

加 ヲ招 來 セ ル モ,反 之 肝 臟 機能 障 碍時 ニハ補 體 ハ赤

血 球 沈 降速 度 ノ亢 進 ト共 ニ 減少 ノ傾 向 アル ヲ認 メ得

タ リ.仍 テ「ペ プ チ ダ ー ゼ」ノ作 用 ニ對 スル 補 體 ノ影

響 有 無 ヲ知 ラ ン ト欲 シ,強 健 ナ ル 海〓 ニ 就 キ,前諸 實

驗 ニ於 ケ ル ト同 樣 ノ下 ニ採 血 シテ,先 ヅGlycyllencin

ヲ分 解 ス ル「ペ プ チ ダ ーゼ 」ノ生 理 的 状 態 ヲ觀 察 シ,

徐 ニ發 熱操 作 ニ着 手 セ リ.而 シテ 溶 血 セル 血淸 ハ 測

定成 績 ヲ 不 正 トナ ス ベキ ヲ以 テPfeiffer氏 等 ノ唱 導

セ シ如 ク可 及 的嚴 正 ニ血 球 ヲ分 離 シ,其 ノ得 タル 血

清1.0ccニ 對 シGlycyllencin (0.25%) 0.8ccヲ 混 ジ,

之 ニPufferlosung (Sorensen氏 法 ニ ヨ リ1/15mol

 KH PO4 1cc, 1/15mol Na2HPO4H2O 9ccノ 比

ニ混 合 ス)4.0cc及 ビAq. dest. 2.2ccヲ 附 加 シテ

Walpole-Michuelis氏 法 ニ ヨ リPH 7.6-7.8ナ ル ヲ確

認 後 四 等 分 セ リ.便 宜 上,之 等 ノ試 驗 管 ヲA, B, C, D

トスル ニ,先 ヅA, Bハ 室 温 ニ放 置 シC, DヲPfeiffer

氏 等 ノ實 驗 ト同 樣 ニ56℃ ノ保 温 装 置 ニテ2時 間

verdauenセ シム.次 ニA, Cニ 就 キvan Slyke氏 法

ニ ヨ リ 「ア ミノ」 窒 素 ヲ測 定 シテ働 性 血淸 竝 ニ非 働

性 血淸 ニ於 ケ ル其 ノ量 的 關 係 ヲ檢 索 シ,B, Dヨ リ

Kjeldahl氏 法 ニテ 求 メ タ ル 「總 窒 素 」 ト ノ百分 比 ヲ

以 テ遊 離 窒 索 ノ程 度 ヲ知 ラ ン ト試 ミタ リ.

第2節　 實 驗 成 績

第1項　 温 剌 發 熱 實 驗

温剌發熱海〓ニ就キ其 ノ成績 ヲ通覽スルニ,非 働

性血淸ヨリ得タル「アミノ」窒素ハ働性血淸 ノ夫レニ

比 シ常ニ增量セルヲ認メ得 タリ.而 シテ其 ノ程度 ハ

第4表 ニ示スガ如 ク發熱極期ニ著明ニシテ,之 ヲ總

窒素ニ對 スル百分比 ニ求ムルモ同樣 ノ成績ニ到達 シ

タリ.

第4表

備 考　 S=働 性 血淸 ニ ツキ求 メ タルAmino-N/Gesamt-N%　 V＝ 非働 血淸 ニ ツ キ求 メ タルAmino-N/Gesamt-N%
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第2項　 Typhusvaccin注 射 實驗

動 物 ニTyphusvaccinヲ 注 射 ス レバ,其 ノ個 性,注

射 量,菌 含 有 量 ニ ヨ リ異 ル モ諸 臟 器 ニ變 化 ヲ及 ボ シ,

肝 臟 ニア リテ ハ 小 葉 周 邊 ノ混 濁,腫 脹 及 ビ核 變 性 ヲ

招 來 シ,脾 臟 ニ ア リテ ハ 臚 胞 ノ增 殖,髓 質 ノ充 血 ヲ

認 ム ト云 フ.血 液 蛋 白質 ノ状 況 ニ就 テ ハ 温 剌 ニ於 ケ

ル 水 血 症 ト異 リ,relative Hyperglobulinaemieニ 歸

因 セ ル水 血症 ノ來 ル コ トハ茂 在,原 田,日 下 諸 氏 ノ

認 メ シ ト コ ロナ リ.Pfeiffer u. Standenath氏 ハ豫 メ

Phenolニ テ 處 置 セ シTyphusvaccinヲ 注 射 ス レ バ

Phenolニ ヨル細 胞 障 碍 ノ タメPeptidaseノ增 加 ヲ見

ル モ,正 常Vaccin注 射 時 ニ ハ カ カ ル增 加 ヲ認 メズ ト

稱 セ リ.余 等 ハpro kg 2.0ccノ 傳 研 製Typhusvaccin

ヲ注射 セ ル モ ノニ就 キ「ア ミ ノ」窒 素 ヲ測 定 セ シニ温

剌 海 〓 ニ於 ケル ト同 樣 ノ成 績 ヲ得 タ リ.而 シテ 發 熱

極 期 ニ示 ス增 加 ノ程 度 ハ温 剌 ニ 比 シテ 更 ニ大 ナ リ.

第5表

備 考　 S=働 性 血淸 ニ ツキ求 メ タ ルAmino-N/Gesamt-N%　 V＝ 非 働 血淸 ニ ツキ求 メ タルAmino-H/Gesamt-N%

第4章　 實驗成績總括及ビ考按

以上ノ成績 ヲ總括スルニ温剌,Vaccin注 射何 レニ於テモ,其 ノ程度 ニコソ差 ハアレ常ニ非働

性血淸 ニ於 テ働性血淸 ニ比 シ「アミノ」窒素ノ增加 ヲ認 ム.而 シテ之ヲ「總窒素」ノ百分比ニミル

モ發熱極期 ニ增加ヲ示 シ,下 降期 ニ臨 ミ減少セリ.是 レ即チ補體 ニ支配 セルベキ抗酵素作用ノ

存在ヲ肯定 シ,且 發熱時 ニ酵素 ノ增加アルヲ思惟 セシムベシ.補 體量測定成績 ニ於テハ温剌發

熱海〓ニテ增量セルヲ認 ムルモ,黄 燐中毒海〓 ニテハ減少 シ,且 之等 ノ變動ハ動物 ノ状態奮 ニ

復スルヤ速 ニ正常ニ歸ルヲ認ム.

補體成生機轉 ニ關 シBuchner, Metschnikoff氏 等ハ白血球 ノ分泌又ハ破壞ノ關與スルモノ

ナル ヲ唱導 シ,其 ノ後之ニ關スル諸家ノ業績ニ於テモ白血球 ノ重大ナル意義ヲ有スルモノナル
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ヲ説 ケ リ,然 レ ドモ體温 上昇 ノ ミニテハ,白 血球 ハ如 何ナル變 化 ヲ招 來 セラルルカ ニ就 キテ諸

家 ノ業績 區 々タル ヲ以 テ,余 等 ハ温 剌 ニ於 ケル補體 ノ增加機轄 ヲ直 チニ論断 スル コ ト能 ハズ.

Ludke氏 ハ加温 ニ ヨル發熱海〓 ニ就 キテ白血球 ノ破壞 ヲ認 メ.長 島氏 ハ恒温 動物 ニ就 キテ加 温

ニ ヨル白血球 ノ減少 ヲ見 タル ヲ以テ,或 ハ温 剌 ニ於 テモ白血球 ハ破壞 セラ レ竝 ニ補體 ノ增 加 ヲ

見 ルベ キカ量 リ難 キモ,或 ハ又血漿膠質状態 ニ變化 ヲ招 來 セ リ ト思惟 セラルル黄燐 中毒 海〓 ニ

テ補體 ノ減少 セルニ徴 ス レバ,Sachs氏 等 ノ主張 ノ如 ク,補 體 ハ血淸 蛋 白 ノ特殊 ノKolloidale

 Strukturニ 過 ギズ シテ,發 熱 ニ伴 フ血淸 蛋 白 ノ變 化ニ ヨリ其 ノ作 用 ノ昂進 セラル ルモノカモ識

ルベカ ラズ.蓋 シreversibelナ ルレ補體 ノ體温 下降後 ニ速 ニ減少 シテ奮 ニ復 スル傾向 アル ヲ認 ム

レバ ナ リ.

抑 々 種 々 ノ酵 素 ヲ抗 元 トス レバ 各 々 之 ニ相 當 セ ル 抗 酵 素 ノ招 來 セ ラ ル ル テ フ 事 ハA. Schutze,

Beitzke u. Neuberg, Bertarelli, Bailys, Hildebrandt諸 家 ノ 讃 明 セ シ コ トナ ル モ, Trypsin

ノ 注 射 ニ 就 テ ハ 議 論 ア リ.Achalme, Weiuland, Meyer諸 家 ハ抗 體 トシ テ 所 謂Antitrypsinノ

生 ズ ル コ ト ヲ主 張 セ ル モ,Hahn, Pugliese u. Coggi氏 等 ハ 夙 ニ常 態 血淸 中 ニAntitrypsin 樣

ノPas丁lysatorenノ 存 スル ヲ唱導 シW. Yo ung氏 モTrypsinノ 注 射 ニ ヨリテ抗 酵素 ノ増強 セラ

レザルヲ主張 セ リ.田 所氏 ノ記載 ニ ヨレ,.'Trypsinニ 對 スル抗體 ト常態 血淸 中 ノAntitrypsin

様 ノ物質 トハ別種 ノ如 ク考 ヘ ラ レ,余 等 モ亦補體 ノ干與 スル ノ觀 アルAntitrypsin作 用 ノ存

スル ト同時 ニ之 ト似 テ非 ナル抗 酵 素作 用 物 質 ノ常態血淸 中 ニ存 スル コ トヲ信 ゼ ン トス.蓋 シ

A.ntitrypsin樣 物 質 ノ血液内增 加 ニヨ リテ ノミ「ペ プチダー ビ」ノ作用 ノ阻 害 セラルルモ ノ トセ

バ,温 剌動物非働性血淸 中ニ「ア ミノ」窒 素 ノ增 加 ノ程度 大ナル ヲ認 ムベキ ナル モ,事 實 ハ之 ニ

反 セル ヲ以テ ナ リ.Vaccin注 射 ニヨ リテ血淸 蛋 白分布 ニ變 動ヲ招來 シrelative Hyperglobulin

amieヲ ミル コ トハ既述 ノ如 ク ニシテ,他 方Landsteiner, Cathcart, Hedin諸 家 ハ常態抗酵 素

ノAlbumin屑 ニ存 スル コ トヲ説 ケル ヲ以 テ「ペ プチダー ゼ」ノ作 用 ニ於 テモ,カ カル物質 ニ阻

害 セラ レ,Vaccin熱 時 ノAlbuminノ 減 少ハ補體 ノ減少 ト相 俟 ツテ加温 ニヨル酵 素作用 ヲ有利

ナ ラシメ,温 剌 ニ於 ケル增 加補體 ノ非働 性タル ニ要 スベ キ條件 及 ビ常態血淸 中 ノ抗酵 素 ノ作用

セル状態 ニ比 シ,Glycyllencinヲ 分 解 スル量遙 ニ多キ ニ非 ザル カヲ疑 ハ シムルモ ノナ リ.

飜 テ血液 内酵 素 ノ有 スル任務 ヲ推 スニ細胞代 謝 ニヨ リ生 ズル中間産物 ニ接 スル時,之 ヲ分解

同化 セ シムル モノノ如 シ.發 熱時蛋 白代謝 ノ亢進 セラル ル コ トハ周 知 ニ シテ,其 ノ分解 ニ關 シ

テハNaunyn氏 ハ末梢性 ヲ信 ズル モ, Freund u. Grafe氏 ノ動物 ノ頸髓 ヲ切斷 シテ中樞性温

調節 ヲ除外 スル時,之 ニ死 ノ轉歸 ヲ トル ガ如 キ重症 ノ傳 染 ヲ惹 起 セ シムル モ蛋 白分解 ニ變化 ヲ

認 メザ リシ,或 ハDonath u. Heihg氏 ノ温剌 家兎 ノ體 温下降後,之 ニ發熱物質 ヲ注射 セル モ

體温及 ビ「アミノ」窒素 ニ些少 ノ變 化モ認 メザ リシ等 ニ徴 スル モ,發 熱時 ニ於 ケル蛋白代謝 ハ主

トシテ中樞性分解 ニヨルモノ ト思考 セラ レ,蛋 白代謝亢進 スレバ防禦臟 器 ハ荷重 ニ耐 ヘズ一部

ノ中間産物 ハ血液 中 ニ流 入 セラ レ,竝 ニ「ペ プチダー ゼ」ノ增 加 ヲ要 スル ニ至 ルモノ ト思 惟 シ得
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ベ ケン.然 レ ドモ其 ノ成 生 ニ關 シテハ之 ヲ異物刺戟 ニ求 ムベ キカ
,將 又既存 ノ酵素 ノ流入 セラ

レシニ過 ギザル カハ將來 ノ研究 ニ待 ツベ キモ ノ トス.

第5章 　結 論

1)　 温 剌 發熱海〓 血淸 中 ノ溶 血性 補體 量ハ發熱 ト共 ニ增強 シ下 降期 ニ臨 ミ減 少 セ リ.

2)　 燐 中毒時,海 〓血淸 中ノ補體量 ハ赤 血球 沈降速度 ノ亢進 ト共 ニ減少 セル ヲ認 メタ リ.

3)　 海 〓 血淸 中ニ於 テ 「ペ プチダー ゼ」ノGlycyllencin分 解 ニヨル「アミノ」酸 ノ形成 ハ非働

性 血淸 中ニ著明 ナ リ.

4)　 前 記「ア ミノ」酸量 ハ温剌,Typhusvaccin注 射,何 レニヨル發 熱 ニテモ,發 熱極期 ニ増

加 ヲ示 シ而 シテ其 ノ程度Vaccin注 射 ニ於 テ大 ナル ヲ認 ム.

擱 筆スルニ當 リ,終 始御懇篤ナル御指導 ト御校閲ヲ賜 リシ恩師柿沼敎授竝 ニ多大ノ御援助ヲ賜 リシ淸
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